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ホ タ ル の 研 究と い つ て もs，わす か に 6種 しか あ りませ ん 。 私 は 初め ゲ ン ジ ボ

タ ル だ 睦 研 究す る つ もりで した ・ が だん だん慾が 出て來 て うつ 効 、 ， 鰍

手 をひろ げ ・ しま つ 肋 で す ・
　E・… もや は リゲ ・ 。 ボ ・ ル が ＿ 融 とま

つ て い る つ もりで す・ だか ら筆瞰 ゲ シジ ボ タ ・レ の 生活 勲 出すの hi．．EE頭蛇
尾 襯 る わ 嚇 りま瓶 モれ 贓 しかた の なV ・　・ と 、 鱒 承 を願 ぴ ます 。

　　　　　　　　　　　　ゲ ン ジ ．ボ タ ル の 成 虫

　　生 きた卿 ジ ボ タ ル を一 見 する と ・ まつ赤 揃 且阿湘 に つ 触 す． 芭 蕉
伽 4−94）は醐 赫 い ・と思 つ て 賊 した ． が も筋 燗 勘 で す ． ． の 。

．

’STル 酵 くと ・ 蜘 前胸 の さ を・・…．細長囓 角が 2 本 試 甑 眼玉 が ・ つ 5．Vi
た ・ 鋤 合 い 跡 さ噸 覡 え ます・ また・ の 赤哺 胸 の 次 ・・．

’
2 つ 黒 姻 い

臥 つ や の ある 前 ぽta（跏 さや 瓶 左右 に ・對 あ ります 。 あ しが 片飯 3
本 つ つ

・ 酬 に 6 本見え ます 詮 齢 らv ・… と 、 ・ の …　・ ジ ボ タ ル は 、か．らだ

の 長 さは 、 幅の 3 倍 雫に 近 VO くらい で す 〔第 1 圖 1，2）。

か らだ帳 さ ・ み ・ ボ ・雌 は雌 ・ ρ大 きい の が 樋 で す． 灘 よ 蝿
小 さ囃 肋 ます・ 大 恥 雌の か らだ の 長さは （頭 ・．・

， 前胸 ・．、；前肺 ヱ65

．
ミ リ メ ー

ト ル ぐらい ）・・ 2a・
ri

・ り ・
．
一 ・ ル ぐらい で す （鮒 （・928）は 、五 分＿

五 分甅 ・ と い つ て “ ・）・鰍 肩の と ・ ろ で 、 ・．・ … 一 ・ル ぐ帥 で す 。

歩 くと き聴 ・ 前齪 噛 の 關 節 もの び るか ら、 23 … か ， ル 。 近 く勧
ます ・ 雄 （頭 1’・・

， 前胸 ・・71 前 ttta・ 12 ・ リ ・ 一
ト ル ぐらい ）は 、、6．2 ， 〃

’”　 “ル ぐ帥 で す（鮒 は ・ 三 分甅 一
四分五 風 と い つ て … 6 ）。 雄 もの び る

と ・17 ミ ” 揖 トル 以上 に な り
・
ます。 がか らだ の 長 きは 、 地 方 。 。 の ホ タル ，，1

よつ て

峰 少勸 ・ と もあ ります・
・
軌 ・ぴ き ・ぴ き で も渉 雌 賊 す ． で

す か らだ 暁 い 矧 上 の 大きさ ぐらい だ
、 と 殊 よ り勵 眦 加 効 ませ ん 。

EgL なと こ ろ をい ふ と ・ 欝 ・磁 で も・ 生物酎 淤 らv ・・
． 當幅 な い も

の は あ b9 　e；ん ・ 死 物 はもちろん で す ． だか ら寸灘 み ん な液 鰺 考的の

〆
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第 1 圖 　1 ，ゲ ン ジボ タ ル の 成蟲，雌 02L 箭 伺 g 發 光器 03 ．雄 ，腹 面

　頭g ゲ ン ジ ボ タル は、頭 を 自由に 動か します 。 頭に は 長細い 觸角 、大 き い 眼

玉 、
い ろい ろな 口 器 が つ い て い ます。 雌の 頭の 一番廣 V・ と こ ろは 、

2．7 ミ D メ ー

ト ル ぐらい 、 長さは 2 ミ リ メ ー トル ぐらい で す 。 雄の 頭 の 一
番廣V・ と こ ろは 、

2．6 ミ リ メ ー トル ぐらい 、長 さ 1．5 ミ リ メ ートル ぐらい で す 。 頭 に は黒 い 細い

毛 が生 えて ゐ ます。
こ の 毛の 根元が い は ゆるプ ン ク チ ユ ア です 。 眼玉 と眼玉 の

間は少 しで こ 陛こ で す。 前胸 に 近 い と こ ろは廣 くな つ て ゐ ます 。

　眼玉 。 雌の 眼王 は だ えん形 で
、
1．7 × 1 ミ リ メ ー トル ぐらい の 大 きさで す 。 雄

の は 1．2× 0，9 ミ リ メ …トノレ ぐ、らV・で す 。 複限 で す 。 こ の 複眼は黒色だ が 、 うす
・

い 赤む らさ き色 に
、 光 を屈折、、反射 して と て も見ご とで す。

　觸角 。 觸角は黒か つ 色で す 。 長 さはか らだの 大 きVbもの に もよ b、雄雌 に も

よ つ て違 V ・ ます。 が か らだの長 さ、21．ミ リ メ
ー

トル あま り
’
の 雌 の 觸 角 の 長 さ

は
、
8 ミ リ メ ー ト ル ぐらV ・で す 。 長き 16 ミ リ 粤 一 トル ぐらい の 雄 の 鰯角の 長 さ

は
’
、7．ミ リ メ r ．　．ト ル ぐらv・ で す 。 だか らか．らだ の長 さの 孚分 に はな りまぜ ん 。

觸角 は少 しひ らた V ・
、 1玉節の 竹の 根み た よ うで す。

1節目が一番太 くて
、

一番
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長 い が 、頭 の 下 に か くれ て い て見え ま せ ん 。
2 節 目は一番短 く、 3

’
節 目はか な．

り太 くて 長 く

’
、
4 節か ら ll 節 まで は 、 だ んだ ん細 くな り、長 さは ぽ とん ど・同

じぐらい で す 。 雌の 觸角の各節 と も、黒 い 太い 毛力鮎 六 生 え て い る ほが に 、黒 ．

い 細い 毛が一面 に 生 え て ゐ ます 。 節と節 を接合 して い る 、 うすい 黄衣色の 膜 に

は
、 毛は生 え て い ませ ん 。 雄の 觸角め毛は 、黒か っ 色で ず。

　口器 。 ロ 器 は前胸の 下 vat ・ ぐれ て い て 、渉 く時でな い と見 え ませ ん 。 が 黒 V 、

上 くちび る、 赤 かつ色 の 大が くL 小 が く、小が くひ げ等 々 があ ljます 。 食物は

水 だ けだか ら、幼蟲時代の 口 器 が 、殘 つ て い る とv ・つ た旌度 で す 。

1

、前胸 。 中胸 と後胸は 、は ね の 下 に か くれ て い て 、見 えな い か ら、後 に まは し

ます 。 多少キ チ ン 質化 して い る前胸 は 、 宇だ えん形 、 ち よ つ と ハ ー ト形 と v ・つ

た ふ うで す 。 下部 ap左右の 端 比、突起が あ ります 。 前 胸の ま は りに は 、うす V・

黒か つ 色の ふ ちが 籾 ∴購 の黒ぶ ちは太 く、 大 き い 翩 艮が 入つ て 、か くれ る

程度に そ り上 つ て ゐ ます 。 また 下部の 黒ぶち も太 くなつ て ゐ ます 。 だ い たV ・ か

らV温 と前胸 は ．少 し黄色の 入つ た赤桃色で す 。 中央 に い わ ゆ る十字形 の
、 黒

か つ 色の 紋線が あ ります 。 こ の 十字形 の 中線の 上 部 は細 く、 線 は下 に v・くほど

太 くな り・ 横 線 もか な わ太 くな つ て ゐ．ます。 こ の 紋線が 特徴 に なつ て
、 ＋字形

（oruciata ・） と V・ふ 、 學 名が つ V ・た ん で す 、 が 100 ぴ き ぐらVb も
’
集 め て 見 る と 、

うす い 黒か つ 色ゐ細V ・ ＝一一kRが 中央 に あ り 、
こ の 線 の 左右 va

、 濃い 黒か つ 色の 太

V ・點 だ けつ V ・た もの
、

・
中央の線が 馬 鹿 に うす くて 、八 の 字 をきか さ に した よ う

な 、 濃い 黒 か つ 色 め太い 線が 、横に つ い た の もゐ ます。 で すか らこ の 十字形 の

紋線 は、・0 礎
』
10形 だ と もい えます ． t汁 字形 の もゐが普通 だ 、 と して 差 し

つ か へ あ りませ ん 。 gの 十字形の 紋線 に は 、 うす v ・黒色 の 毛 、こ の 紋線の 上 下

左右の
’
、赤桃色の 部 分に は 、 ダ イ ダ イ 色の 毛 が 生 え て ゐ ます 。 こ の 毛の 根元が 、

い わ ゆ る プ ン ” チ ユ ア に 見 え ます 。

　ま た こ の 十字形の 紋線 の 左右 、 赤い と こ ろ の 下 部 の 中央 に は 、 かつ 色の 點が

大小 3 つ 4 つ あ ります。 こ の 部 分 の 赤桃色 が
、

一番濃 くなつ て ゐ ます 。 前胸

の 背面 の 中央は 、 丸 くふ くれ 上 つ てゐ ます 。 下 部で は 中央が 上 b、次第 に 左右

に ひ く L
、 左右の 繭端は 、また少 し上 つ て ゐ ます

。
が 十字 形の た て 線 の 下部 で

は 少 しみぞみ た ように な つ でゐ ます 。

　雌 の 前胸の 幅は 、 一

番 廣い と こ
’
ろ で 、 5．5 ミ リメ ートル ぐらい 、 た て は 3．1
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　　　　 ミ リ メ ー ト ル ぐらい で す 。 雄 の は幅が 坐 5 ミ リ メ ー F ル
、 た て が 2．7 ミ ilメ ー・

　　　　 トル ぐらい で す 。 　 　　 　 ・

　　　　 ・ひ し形 。 前 胸 と前 ばれ の 合 う、 中央 にひ し形 の もの が あ ります 。
こ の ひ し形

　　　　は黒色 、 雌 の はた て 1
、 雄 の は 0．9 ミ リ メ ー F ル ぐらい で t 。

こ の 上 に も・細い

一t
，　　 黒 V ・毛が 生 え て ゐ ます 。 こ の 毛 は前胸の 上の 毛 よ り

齟
も細い か ら、毛の根元 、

プ

　　　　ン ク チ ユ ア も小 さい わ けで す 。 こ の ひ し形の上部 は 、 前胸の 下 に入 りζ んで い

　　　　ます 。
こ の 入 りこ ん だ上部 の 中央は 、少 し へ とん で Vbて 、 うす い 紅乳色で す 。

　　　　e の 中央 の 左右 に は 、 3角形 の部分 があ つ て 、 うすい 黒桃色 で す。 こ の 三 角形

　　　　の 左右 も、前胸 に 蓮接す る部分 も 、 の ば して見な い と もちろん見 え ない が 、 や

　　　　は り紅 色 で ず 。

　　　　　前ばね （はね さや ）。 雌の 前 ぱ訟は肩か ら尾端 まで 、 16．5 ミ リ メ ートル ぐら

　　　　い 、 幅 は左右 2 枚 な らべ て 、6．5 ミ リ メ
ー トル ぐらい です 。 雄の 畩長 さ 12

、 幅

．　 　 は 4．8 ミ リ メ ー ト ル ぐらい で す 。
・だか ら前ばね の 長 さは 、幅 の 2 倍牛 あまり

　　　　に な ります。
こ の 前 ばね は厚 くて 固 い か ら、 飛 ぷ 役 に はた ち ませ ん 。

V ・ はば後

　　　　ばれ の 保護さや に なつ て ゐ ます 。

　　
’
　 前 ばね は 左右 に 1故 づ S 、中央で 一

直線 に 合 い
、 尾端 は少 しそ と に 丸 くな つ

　　　　て ゐ ます 。
こ の 2放 の 前 ばね は 、 前胸 と接す る兩肩が 少 し上 り、 ひ し形va接す

　　　　る部分 は へ こ ん でゐ ます
。 左右の 前 ばね の 合つ た、上部 の 中央 は 、丸 く高 くふ

　　　　くれ上 つ て ゐ ます。 左右の 兩側 の 肩 も少 し上 り、尾端 に い くほ ど、茫 んだん丸

　　　　くせ ま b 、
2 枚 の 先端 で 合 つ て ゐ ます 。 で t か ら頭 か ら．はね の 尾端ま で を通

　　　　して 、だ い た い に 長 い だ えん形 と い つ た 形 で す。 前ばね の ふ ちは厚 くなつ て い

　　　　ます 。

　　　　　こ の 前ばね の 地色 は 、 黒色の 少し入つ た友色で す 。 黒 V・太 い 毛 と 、 黒 い 細い

　　　 毛が 、

一
面 に 生 え て い るか ら、前ばね は黒 く見 え るん で す 。 しか も こ の 毛 はは

　　　 ね の 兩面
、 表 に も裏 に も生えて ゐ ます 。 こ の太 い 毛の 根元が 、 例の プ ン ク チ ＝

　　　
ア に なつ て い る ん で す。 圖 に 出 して あ る ように（第 2 圖、1）、 太 い 毛 の根元 は 、

　　　 毛 の 見え る 側 vaは 見 えな V ・で
、 反對 の 面 、例 えば裏面 に 見え る毛の 根元は 、 こ

　　　 の 表 面 に 黒 い 點 、 V ・は ゆる プ ン ク チ ユ ア に なつ て 見え るん で す 。
こ の 黒 い 點の

　　　 中央 に
、 毛 の 根が 見え て ゐ ます 。 こ の 毛 と根元 の 關係は 、切片 に して 見た ら、

　　　 造作 な くわ か る はす だが 、 そん な器 用 な こ とは 、 私 に は で きない か ら、 わか る

N 工工
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．ま で に はか な り苦勞 しま した 。 こ の 大 小 の 辜の 間 を、體液 が 流れ て い る の が ．

低 力の 顯微鏡 で も見 えます 。

　こ の い わゆ る プ ン ク チ ＝ ア は 、頭 、 前胸 、
ひ し形 、 前ぱねの 上 に あ b まナ。

が 前ばね の が 一番大 きく 、 次 が前 胸の 上 の で
、

一番小 さい の は 、頭 とぴ し形 の

上 の で す 。 前胸の 上 の は 、萌ぱ胆の 上 の よ りも密 接 して い て
、 數 も多 く 、

ぴ し

形 の 上 の は、密接の 工 合 も、前胸の に 似 て ゐ ます 。

　兩前ば ね に は 、 松村 （1918 ）の い わゆ る 3 條の 縱 條 、 管み た よ うなた て 線が 、

各 k4 つ づ つ あ ります 。 こ
．
の 2 つ はか な b太 くて 、は つ き りして い る が h あ と

の 2つ はは つ き りしませ ん
。

こ の 管の よ うな もの S 中に は 、 室i氣か 、 體液が流

れ て い るの か も知 れ ませ ん 。 よ くわ ムらない が 、 塞氣 だけで はな い よ うで す 。

　後 ばね 。 前ばね の 下 に 、黒 つ ぼ V ・次色 の
、 ほ とん どす き通 つ て 見 え る 、 うす

い 後 ば ね が 1 封 、
少 しfe　N み こ まれ て ゐ ます 。 少 くと も尾端の左右に は 、折 り

fe　N まれ た先が 見 えます 。
こ ん蟲學 で は 、傳統的 に 、

こ ん な位置に ある は ね で
、

後ばね 、前ぽね 、と い つ て ゐ ます 。 が下 ぼね 、上 ば ね 、 と い つ た方が 、 どん な

に か わか りや す VOか知れ ませ ん 。 で すか ら傳統をや ぶ つ て私 は 、これか ら前 ぼ

ね の 代 りに
、 上 ば ね 、後 摩ね の 代 りに

、 下 ばね、と V ・ふ こ と に します 。 こ の う

す い 下 ぱねで 、ゲ ン ジ ボ タ ル は飛 ぶ ん で す 。 だか ら暴風雨 の 時 、 大雨 の 時 に は 、

ま つ た く飛 べ ませ ん 。 また こ の 下 ばね に も、 細 い 黒v ・毛が 、た くさん 生え て ゐ

ます。
こ の 毛の 間 ts　s 體液が流 れ て ゐ ます 。

　裸の 中胸 と後胸 。 少 し殘酷だ が 、生 きた ま 机 ．上 ぱ訟 も下 nrtzも、 む し り取

つ て 、裸 に して 見 ます
。 さ うし て 見 ない と 、 背面 の 工 合が ． ま つ た くわか りま

せん か ら。
こ の 裸に した 中胸か ら、尾端 まで は 、雄 は 9 ミ リ メ ー トル ぐらV ・ 、

雌 は 、 15 ミ リ メ ール ぐらい で す 。 雄 も雌 も中胸 、後胸 の 背面 は 、だ い た tr’
　va

濃 V ・か つ 色 、中央 に は黒色 の 部 分が あ り 、 左右の 兩側は 、 うす い 桃色 で す 。 中
　 　 　 　 　 T

胸 も後胸 も、 か な りで こ ぼ こ に なつ て ゐ ます 。 中胸 に は 、 上 下 の は訟 が つ い て

ゐ ます。 後胸 と腹部 の 接した と こ ろ は
、 細 くなつ て ゐ ます 。

　腹部 。 裸の 腹部 の 背面 は 、 雄の も雌の も 8節で す。 腹部 ¢）背面の 地 面は 、う

すい 黄友色で す 。 1 節か ら 6 節ま で は黒色、と v ・ふ わ けは 、細 v ・黒 い 毛が 、生

え て い るか らで す 。 7 節 と 8 節 に は 、細い 毛 も、太 い 毛 も生 え て ゐま す 。 腹部

の 2節 目か ら 5 節 目ま で 、上 部 の 左右の 兩すみ は 、 少 し桃色 に なつ て ゐ ます 。

「
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．’ 腹部 の の びたか ん節 に も、 み ん な うす い 桃 色が具えます 。

　 1 節目は横幅が短 く、 こ と に 上部 は狹 くせ ま り、えん曲 に 丸 くなつ て ゐ ます 。

ま
．
た 2節 目か ら 6節目象で の 各節 に は 、中央か ら左右の 先端 ま で の 途 中に 、

’
へ

こ ん で い る と こ ろ まで 、丸 くなだ らか に な つ て ゐ
：
ます。 が こ の へ こ み か ら左右

に 平 た くな り、 先 端 に い くと また 、の こ ぎ りの は の よ うな 、 鋭角 の 黒 い ふ ちが

つ ib　g ゐ ます
。

こ の ふ ち に 見え る と こ ろは
、 實は腹 面 の ふ ちが 、 はみ 出て い る

ん で す 。 と に か くこ の ふ ちは衣 白色で す 。 が 6節 目の ふ ちは桃 色で す 。
7 篩 目

と 8節 目に は 、こ の ふ ち はな くな り杢す 。 ．雌 の 7節目はだ い た い に桃色 、た S“
「

中央は うす V・黒か つ 色 の ぶ ち に な つ て ゐ ます 。 下 部 は黒 か つ 色 、 また 、 ひ らた

い 左右 の 兩端 は桃色 で す。 8 節 目は小 さ くて
、
1節 と はV・えない くらい 、上部が

うす い 桃 色に なつ て い る だ けで （全部 が 黒かつ 色の もゐ る ）、 全 體 は黒か つ 色

で す 。 雄 の も6 節 目まで は 黒色 で す 。 6 飾目に も7 節目 に も、 荻 白色 の ふ ち が

つ V ・ て ゐ ます 。
7 節 目は桃色 、中央 に うす Vbne． 7R色 の 絲 、下部は黒か つ 色で す、

串節目 ヒの部 に は 、 うす い 桃 色が 少 しあ る だけ で 、だ V ・た い は うす黄次 色で す 。

　以 上 の 色彩 に は 、 濃淡に も範 圍に も、
1 ぴき 1 ぴ き、多少 の 違 い が あ ります。

で すか ら一般化 は もちろん で き ま せ ん 。

頭 長 　觸角

複

長

眼

一

幅

前 胸 前 ば ね 全 長

雄 】．5　　 7，0　　 1．2

雌 2．1　　 8，0　　 1．7

　　　縱
・隔 　 長 　 幅 　 長

・・ 2・・F… 　 16・… ，

　 　 　 　 11
＿ ．＿．．」
　 　 　 　 　 　

　　　
16・5

！
鎗

幅

4．8

1・o 』3・11
　
ss 21．7　　6．4

　　背面 か ら見た 、 だ い た い の 寸 法 o

　腹面 。 背面 に は あ ま りよ・〈見 えない 部分が 、 腹面に は かえ つ て見 え ます。 歩

く時 で なV ・ と ．背面 に は頭等 もよ く見えな い が 、さは る と 、
ゲ シジ ボ タ ル は首

をち じめ るか ら、 頭 、 眼 玉 、 口器等 も、 腹面 に は よ く見え ます 。 腹面 は また 胸

部 の 裏 、 あ し 、 發光器等 の 色 もと b ど りtC見え ます 。 前 胸 、
−
中胸 の 中央 に は 、

黄色の 細 〉・毛が あ り、 發光器の ほか の腹部 、中胸の 兩側 、 後胸 に は 、黒か っ 色

の 細い 毛が 、生え て ゐ ます。 尾端に は折 りた S まれ た後 ばね の 先端 も少 し見 え．

ます 。
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　　　頭 と 口 器 。 例 の 大きV・眼玉 が．、黒 V・小 さ い 頭 に つ い て ゐ るか ら 、 眼 玉 が 頭か ｛
・

　　頭 が眼玉 か 、 わか らなV・くら い で す 。 前頭に績 V ・て
、 黒 い 廣 い 上 くちび る、固　　

’

　　 くて 先の 少 し曲つ た赤か つ 色 の 大が く、3 節 に なつ て い る小 が くひ げ等 k の 口

　　器 も見え ます 。 脱脂綿 、 ガ ーゼ に 水 をひ た して や る と 、さか ん に

’
水 を飮むか ら

　　見えなV ・が 、 舌 もある の か も知れ ませ ん 。 何の た めか わが らない が 、 口 器 をよ

　　 く動あ します D 　　
』
　　　　　　　　　　 ，

　　　咽喉 。 咽喉 は見えなV ・が 、 前胸の 背面 に
、 水 を ユ滴つ け て

、 ガ ラ ス の 上 に
’
あ

　　 をむけに す る と 、 もが VOて首をの ばすか ら見 えます 。 大 體か らい ふ と 、咽喉 に

　　は 四角 形の黒V ・線が あ つ て
、
1 つ の 角が 咽喉の 上 部 に な b 、 こ の對 角の 、と こ ろ

　　は 、 うす い 桃色 に な つ ゐ ます 。 こ の 桃 色の と こ ろ の ほかは 、 四角 形の 内部 は 、

　　孚透 明的 の
’
うすい 乳色 で す Q

．
こ の 四角形 の ぞ とが はに は 、 黒紅色の 線が た て に

　　 つ い て ゐ ます 。 雄 も雌 も大 して違 は あ b ませ ん 。

　　　前胸。 背面か ら見る と頭 は 、 前胸の 下 、 と い ふ よ りもむ しろ、中に 入つ て ゐ

　　ます。 こ の 入 る箭胸 の 裏面 、 腹面 の 部 分は
、

だ え ん 形を横 に した よ うな 、 室穴

　　に なっ て v ・ ます6 こ の だ えん形に は 、多少角度 の ある蟲 もゐ ます 。 だ v ・た v・ に

　　前 胸の 腹面は桃 色 ， ふ ちは黄色で す 。 前胸の 中央 に は横 re　b

−
赤か つ 色 め線 が 、

　　2 つ か 3 つ あ つ て 、線 と線の 間 も桃色 で す 。 爾前あ しの 基節 も、 中間 も紫紅色

　　で す 。 前 あ
』
しの 基 部 もの ば す と、桃色の 部分が 出て 來ます 。　　　 ．　　 一

　　　中胸。 中胸の 上部 の 中央は 、 前あ し に 接 し、黄荻色の 孚だえん形 に なつ て ゐ

　　ま．す。 こ の だえ ん形 の 部分に は 、 うす い か つ 色 の 横線が 、2 本 あ b ます 。 それ
1

　　 に 黒か つ 色 の 帶みた よ うな もの が 、
2 つ づ つ 、兩肩か らな S めに 、 こ の 孚 だえ

　　ん 形 を取 り卷い て ゐ ます 。 こ の 帶は下部 の 中央で 淌え 、 後 za　一一面 に梯色 に な り

　　ます。
こ の 中央部 に は 、 山形 に なつ た 、 黒かつ 色の で こ ぼ こ が あ り、 こ の 兩側

　　に 、さか さの 八 の宇形の 黄次部 、 こ の 下 に黒か つ 色の ふ くらみが な らび、次が

　　雨 中あしの 基部 に なつ て ゐ ます 。 こ め基部は黒 か つ 色で
、 少 しへ こ み 、 基部 の

　　下 は谷 に な り、谷は 少 し くだ つ て
、 中央の 高V ・所 を取

’
り卷 い て ゐ ます 。

こ の 谷

　　の 爾側 も少し高 くな ります 。

』
とにか く中胸の 中央部 は、色 彩 に い ろ い ろ變化が

　　ある か ら、なか なか見 ご と で す 。

　　　後胸。 後胸は ハ ート形 に 、 高 くふ くれ上 ｝）t 黒か つ 色 ゐキ チ ン 質 で で き て ゐ

　　ます 。 色は單調で す。 た S“ハ ート形め まは
’
りた、 1 す b の 狹 V ・帶み た よ うな 、
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　　 突起が 取 り卷 き 、
こ の 帶が後あ しの つ け根 まで

、
の び て ゐ るだ けで す。

こ の ハ

゜
　 一 ト形 の 下部 の 中央 は 、 深V・切れ め に な つ て ゐ ます 。

　　　 腹部 。 雉 の 腹部 は 6節 、雌 の は 7節 で す 。 だか ら雄 の は幼蟲 の 時よ りも3 節，

　　 成熟 した サ ナ ギの 時 よ り1 節 、 雌 の は幼蟲 よ り 2 節 、
サ ナ ギ よ り1 節 、 少 くな

　　 っ て ゐ るわけで す 。 雄 も雌 も1節か ら、4 節 まで は細 い
、 黒か つ 色の 毛が 、 た

　　 くさん生 え て ゐ ます 。 こ の 4 節 目 の 兩側 の 下部 か ら、 尾端 まで は 、孚楕圓形的

　　 に 狹 くな ります 。 雌 の 6 節 目は桃 色で す 。 こ の 上 部 と下 部 に は 少 し、次か っ 色

　　 の と こ ろ もあ ります が 。 また雌 の 5 節 目か ら尾端 まで は 、うす 〉・友 色 の 毛が 、

　　 た くさん 生 えて ゐ ます 。 雌の 7 節目 もの び る と 、うす い 桃色が 少 し見え ます 。

’

　　　 發光器 。 雌 の 腹部 の 5 節目 （第 1 岡 、
3、

、 雄の 5 鰤目 と 6 節目 （尾節）は

　　 （第 1 圖 、
2）、 黄白色 の 發光 器で す 。 松村 （1918 ）は、（雌 の ）發光器 は 、雄の

　　 もの よ りも遙 に大 きVbか ら、 發光 力 もL 暦 強い 、と い つ て ゐ ます。
が雌 の 發光

　　 器 （5 節 目）は
、

だ V ・ た V ・に 4．8Xl ．6 ミ リメ ー トル ぐらV丶 雄の は （5 節 目と

　　 6 節 目）、 だ V ・たい に 3．4 × 1．3 ＋ 2βx13 ＝ 6
，
2x1 ．3 ミ リ メ ートル ぐらV・ で す 。

　　 だ か ら發光器 の 全 體の 面積 は ．雄 の 方が は る か に 廣 い わ けで す 。 發光 力 もまた

　　 雄 の 方が 、 實際は 斷然強 い ん で す。 　　　　　　　
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嗣 腹 面 から見た 、だ いたい の寸法 o 　あ し 。 いふ だけ野 暮だが、 胸

の 腹 面 に は、前 あ し、中 あ し 、 後あ し 、 が各 1

謝づっ 、6 本 ありま す 。こ の

で前あ しの色が 、 一 ・ 番 うす い 黒友 色、 中 あ し と後あしは黒色です。 あ し

つ け 根 （セ グメン ト ？） は友 色 、基 節は 黒かっ 色 です 。 中 あし と
後 あ しの

は、 か なり高く 、ハ ト胸にな つ て いま す。 こ のあ た り の 毛 も 、 毛 の 根 元も

腹部のよ り 大 き い よ うで す 。 もちろ んどの あ しにも 基 節 、 轉節 、 た い 節 、

い節、
ふ
節の 6 節 が あ り ま す。 各φしと も た い 節、こと N 工 工
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に基節 に 近 い 下 孚に は 、うす い 黒か つ 色 の 毛が 、 生え て ゐ ます。 け V ・節 、ふ節

の ぞ．と側に は 、黒 い 毛が 生え て ゐ ます 。 うち側 の 毛 は
、 黒か つ 色で す 。 か ん節

腿 聯 分は （實はか 櫛 も ？）・
　
’
e
“
の 節 で も皰 で す ． け い 飭と櫛 は 詮 鱧 　

’

に 黒か つ 色で す 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　大體か らV ・ふ と、雄 も雌 も前 あ しの た い節は 、ほ とん ど眞直 ぐで すSが け い

節は 内側 に
、 少 し曲つ て ゐます 。 中あし、後 あ しの た い 節 、け V ・飭 も内側 に

、

曲 つ て ゐ ます 。 また どの あ しで も、た い 節 が 太 く、
こ と に 中央が

一
番太 く、 次

が け い 節、ふ 節の 順序で す 。

．け い 節は ふ 節の 近 くほ ど太 くな つ て ゐ ます 。

　 こ の ふ篩 は 1，2，3，4
，
5 の小 5 節で で ぎて い て 、こ の 4 節目は 、2 つ に わか

れ わ か れ 目の へ ん に 5節 目が くつ っ V ・ て ゐ ます （第 2 鬪 、
2）。 こ の 2 っ に わか

れた 4節 目の 裏面 に は 、太 くて 長 い 、根元は黒荻色 、先 きは うす い 友 色 の 毛が ．

は ブ ラ シ み たよ う に 、行 戯よ く密生 して ゐ ます。 こ の 毛の 先端 は 、太 く丸 くな

り、根 元 で 分泌す る粘液が 、 毛 を流れ て 來て
、

こ の 先端 に 玉 に な つ て と L’まる
、

仕 か け に なつ て い る らしい で す 。
こ ん な仕 か けが あ る か ら 、 ホ タ ル 類 は ，

ガ

ラ ス 器 の 垂 直の へ きを 、 牛氣で は い 上 tilる わけで は な い か 、 と私 は想像 し て

’
ゐ

ます 。

　爪 。 長 い 5 節目の 先端 に 、か な り長 い
、 少 し曲つ た 、赤か つ 色の 爪が 2 本つ

つ 、どの あ しの に もっ い て ゐ ます 。 こ れ だ け で な く、ふ節 の ど の 節 の 先端 に も 、
．

爪 の よ うな、太 い 毛 の よ うなもの が 、2 本か 呂 本 つ い て ゐます 。
こ の 爪は もち

ろ ん 、草木 に の ぼ る時 に つ か v ・ ます じ

・

7・漕
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　　　　　　　　　　　　 ゲ ン ジ ボ タ ル の 卵
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 J

　 ゲ ン ジ ボ タル の 雌は 、 清流 の 川岸 に 生 え て
、 水 をふ くん で い る コ ク 、 草 の 根

元 に あ る枯葉等 に s 卵 を産み つ けま す。
1・ぴ き の ゲ ン ジ ボタル の雌は 、

400 か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 J

500 くらV ・の 卵 を産み ます 。 紳澤恒夫 の 觀察に よ る と 、 512，49ユ，362，207 と

い ふ數で す。 雌が卵 を産む の は夜 で す。 こ の 卵は ま る く、 直徑 0．5 か ら、 0．6

ミ リ メ P−　
’Y ル くらい で す 。 卵 は か な り固い キ チ ン 質の 表 皮 に つ s まれて v ・ ま

す 。 初 め産 まれた時 は黄色で す 。 が だ んだ ん 日 が た つ と 、 うすい レ モ ン 色 に あ

せ て 來 ます 。 産れ て・9 日 目か 10 日
・
目く らい か ら 、 卵の 中の 片が は に

、 白色の

エ ン ブ リオ （幼蟲）の 形が 、ぼ ん や り見 え て 來 ます 。
ユ4 日目 くらい に な る と 、

幼蟲 の 形 は は つ き り しま す 。 數 は か ぞ え る わけに わ V ・か な ）・ が
、 體節もだ V ・ ぷ

ん は つ き り分 つ て 來 ます 。
エ ン プ リオ は や は b卵の 片が は に 輪に なつ て Vbて 、

卵の 中央 は ほ とん ど牛透明 に見 え ます 。

　 か え る 5 日か ら 3 日前 （か え る ま で の 日數は 、その 間の 濫度 と 反比 例します 。

囘數 は幾 日 ときま つ て い ま せ ん 。 で すか らか え る 日か ら逆 に 、か ぞ えた方が無

なん で す ）か ら、 うす V ・荻 色の 點 溜 が ．幼蟲 の か らだ に 見 え て來 て 、4 目前 、

3 日前 とだ ん だ ん點は
、 大 き く黒 くな ります 。

こ の 黒 點 は 卵か ら出 た幼蟲の 、

前 胸か ら尾節まで 、 各體節の左右 ICある 、 黒 もよ うの 初期で す。
こ の 時代 に は

幼蟲 は 、 卵の 中
一

つ ばLへ・：C 、輪 に な つ て 充實 して ゐ ます 。

　卵 か ら幼蟲が か え る の は 、大低夜 あけ方 で す 。 あけ方 に 出 られなか つ た の は 、

次 の 夜 あけ 方 まで まつ て ゐ ます 。 幼蟲は背光的だ か らか も知れ ませ ん 。 とい つ

て もた まに は午前 9時 、10時 ごろ に なつ て 出て 來 るの もゐ ます 。 こ んなの は少

し刺げ きす る と出る よ うで す。 か え る時 に は幼蟲は 、 初 め 口 器 で 卵の 外皮 をつ

き破 り、頭 を さ き に だん だ ん出 て 來ます 。

　 ゲ ン ジ ボ タ ル の 熟 した 卵は、産み 落 され る前 、母 の 腹の 申に ある の で も、き

は め て 弱 く光 りま す。 産 れ て か ら もむ ろん光 b ます 。 まだ 受精 しな い で も、産

み 出 された卵は光 ります。 光 る とい つ て も、どの 種類の 卵 の 光 も弱V ・か ら、1 

分 ti　15 分間 ぐらい 、暗室の 中に 入 つ て い て
、 隅 を十分な らして か らで ない と 、

い きな りで は光つ て い る か い なか分 りませ ん 。 それ も5 個か 10 個 くらい の 卵

が 、

一所 に 集 まつ て い な い と 分 O ませ ん 。 卵は夜光 つ て い る だ けで な く 、 晝で

もや tt．　b光 つ て ゐ ます 。 まつ 暗室に 入 つ て
、
10 分間 くらV ・眼 をな らして か ら．
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たれか に 暗室の 申 に卵 を持 つ て 入 つ て もらつ て 見る と 、 す ぐ卵 が光 つ て い る こ

とが 分 ります 。 卵 は 光つ た り消 えた りしな い で 、畫 も夜 も續v ・ て 光 つ て ゐ ま

す 。 光 は黄 白色 で す 。

　が 、か 之る 5 日 くらい 前か ら．光 は ま つ た く滔 え て しま い まず 。 卵 の 入つ て

い る器 をか る く打つ か 」い きを吹 きかける か して 、刺げきす る と また 光 ります 。

光 つ て す ぐ淌え ます 。
こ の 時代の 光は かな り強 い 方で す。 暗室の 中で 眼をな ら

さな くて も見 える程度で す。

　　　　　　　　ゲ ン ジ ボ タ ル の 生 れ たば か り の 幼 蟲

　ゲ ン ジ ボ タル の幼蟲 は 、馬鹿に背光 的だか らか も知れ ない が 、か え るの は大

低夜 あけ 方 で す 。 出 て 來たばか りの幼蟲 は 、 肉眼 で は ま つ た く黒色 に 見 え ます 。

が 20 倍 くらい に か く大 して見 る と、背 面は黒色の もよ うの ほか に
、 大皚 に う

すV ・黄友 色 で す 。 小 さV ・ 5す い 黒 色 の 點 々 が 、全 身 に ちらば つ て い る か ら、 友

色 に 見え るの か も知 れ ませ ん 。
こ の うす い 黄灰色が 、實 は地 色で す 。 背面 の 黒

色の もよ う も、實は黒 V・點 々 の 集 ま りで す 。
ユ30 倍 に か く大 して見 る と 、 長V ・

荻 白色の 剛毛が 、 脚關節、こ と に 尾節の 背面 に は 、 10本以上 も見え ます 。 腹面

は大體 に 白つ ぽ い 友色で す 。

　こ の 出て 來たば か il．の 幼蟲 は 、口 器 、頭、胸部 が 3 節 、 腰部が 9節 の 13 節

で す 。 胸部の 3 節 は た て も幅 も廣 く、 腹部 は狹 くなつ て い ます 。 こ の 幼蟲 の 形

の 感 じは 、 成熟 した幼蟲の とは 、

’
だ V・ぶ ん遠 つ て ゐ ま す 。 體長は 1．5 ミ リ メ ー

トル くらV丶 の び 筍と 2 ミ リ メ ー トル に 近 くな ります （渡瀬庄三郎 は 、長 さ 1

分程 ； と い て い る）。 幅は O．4 か 0．3 ミ リ メ ー 5 ル ぐ
’
らい で 、正確 に は はか り

ま せ ん 。 ．　　　　 ．

　口 器 。 大 が くだ け は分 る が 、こ の ほか の もの は よ く分 りませ ん 。

　頭 Q 小 さ v・頭 で す 。 頭 に はかな り長 〉・ 、うす い 黄 か っ 色 の 觸角が 、
2 本 あ り

ます ・ 觸鰍 の ぴた り・ち 賄 齣 す る よ うで す・
・3。倍 1・ か く大 して 見 る と、、

こ の 觸亀 に は 3 節あ ります 。

．
先端 の 短 い 1 節 は 、 2 本 に 分れ て い る よ うで す 。

こ の 觸角の 基部の 兩か は に 、眼王が つ い て い る は す で す 。 が成熱 した幼蟲の で

S も、 こ り眼 玉 は 小 さ くて 、なかなか分 らな〉・程度の もの で す。

前絢 。 前胸 は た て も幅 も廣 く、先端が 少 しせ ま り 、 だ 圓 に 近 い 形 で す 、 こ の

、
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背面 に は 中央 IC　．友白色の 独 い み ぞ が 、た て に つ い て ゐ ます。 域熟 した幼蟲の

前胸 に は こ の た て の み ぞ はあ りませ ん 。
こ の 前胸 の み ぞ に・つ い て 私 は 、

1922 年

　に も書い て置 きま した 。 が こ の 時 は前 胸 を頭 と間違 つ て い た 、 まだ をはめ て よ

　うち な時代 で す 。 こ の み ぞ の 左右 に は 、牛圓形 の黒い もよ うが ，對立 して っ い

て ゐ ます 。 岡 田要 （1928 ）の こ とば を借 ると 、
こ の 黒 V ・牛月形 の もよ うが 、

2

放 の プ レ ート （pai　red 　 plates） に 叡つ て ゐ る ん で す。

　　こ の 黒 い 年圓形 は實は 、不規則な黒 い 點 々 の 集 ま りで す 。 さ らに黒 V・點 ゐ が

密集 して 、黒 い た て 線の よ うに な つ て 見 え る と こ ろが ． こ の 孚圓形 の 中に
、

1

個所 か 2 個所 あ ります 。 こ の 牛圓形 の 上 べ りに は 、友 白色の と こ ろ もあ りま

す 。 また下 べ りは少 しで こ ぼ こ に なつ て V ・る幼蟲 もゐ ます。

　　中胸 。 前胸 と中胸 の 關節は 、うす v ・衣 色 で す。 中胸の た て は狹v ・渉 噛 幅 はな

か なか 廣V ・方 で す 。 背面 に は 前胸b と同 じ黒色の も よ うが あ ります 。 が 中胸の

　もよ うの 形 は 、前胸の よ うに 牛圓形 で な く、ひ し形 の も よ うが な S め に つ V ・て

　ます 。 こ の ひ し形の 下部 は白色で す 。 中央 の 黄 白色 の みそ の と こ ろ は廣 く、 下

部 の 黄白色 は新 月形 に ひ ろ が つ て ゐ ます 。

　 後胸 o 後胸 の 下 部 に は 、黄 白色の 新 月形は あ りませ ん 。 ほか の 點は 中胸 に 似

て ゐ ます 。 例 の 中央の み ぞ は むろんあ ります 。

　 腹部 。 腹部 背面 の 1節か ら 3 節 ま で 申央 に は例 の 黄白色の み ぞ、 こ の 兩がわ

　に例の 黒色の もよ うが や は りあ りま す 。 こ と に 胸部 と逹 うと こ ろは 、 腹部 の 8

節 まで に は 、1 節 ご と に 、 左右兩 が わ の 中央 に
、 2 また に な つ た 、 す こ ぶ る長

い 細 V ・ 、黄白色の 腹 しが 、1 つ い つ つ あ ります 。
こ の 腹 しは歩行 に は使 はれ ま

せ ん 。 水 の 中に住むため の 呼吸器だ さうで す 。 9 節 目 （尾節 ）の 背面は 、
5 角

　に 見 え る、黒色 の もよ うに なつ て ゐ ます 。 例の 中央の みぞ は 、こ の 飭には あ り

ませ ん 。
こ の 節の 下部 は 荻白色 で す 。 剛 毛 が あ ります 。

　 發光器 。 腹部の 8節 目の 背面 、 尾節 の 前篩の 腹 しの 上部 左右 に
、
1 つ V・

、 黄

， 白色の と ζ う が あ ります 。 こ れ が發光器 で す 。
こ の 生れた ばか りの 幼蟲 は 、ま

だ 自發 的に は 光 りま せ ん 。 少 し刺 げきす ると光 ります 。 光は 青 っ ぽv ・緑 色 で

す。かな り彊い 光 b で す 。

　 尾脚 。 幼蟲は尺 と D蟲 の よ う に歩きます 。 歩 く時 に は 、腹部 の 9 飾 目の 先端

に 、白い ふ さの よ うな もの が 、 幾つ か 見 えます 。
こ れ を歩行に 使ひ ます。
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　腹面 。 腹面は全體と して は 、 白色 とい つ て もv ・　s くらい な 、 うすい うす い 黄

荻色 で す 。 た S’首の基部 、 胸部の 左右の 兩が は 、 前 、 中、 後脚ρ基部の まは り

等に 、黒色の線 （實は黒點の 集 ま り ？）が あ るだけで す 。 胸部 の 腹面 に はも ち

ろん 、前 、中 、 後脚が 3 つ い あ ります 。 　　　　　　　　　　
『・’．． ∵ ・’・r ・

　脚 。 脚 は 3 つ V ・ と も 3 節で す 。 關節の 近 くに剛毛 が あ．ります 。 爪ば 赤かっ 色

で す。 私の 觀察は みん な、生 きた幼蟲だ けで す 。 幼蟲は 小 き し 、
、動 くが ら、 十

．分觀察は で きませ ん 。

　
1
こ の 生 れた ばか りの 幼蟲は 、た い へ ん背光的 で

、 光 を さけます 。 また向地 的、

地球の 引力 に 導か れ ます 。 と v ・ ふ の は地 球 の 引力 に 陽 性
’
で す 。 だか ら夜あけ方

に か えつ て
、 夜 が あけ る とす ぐ、 4 枚 に た 』ん で 入れ て あ る 、 ガ ーゼ の 下 に み

んな集ま ります 。 集 まつ て し もうま で は
、
、馬鹿 に あせ り氣味 で す 。 こ の 生れた

ばか りの 幼蟲 は 、 自然界で もむろん背光的、向地的 で す 。 だ か ら清流の 川岸 の

コ ケ の 上 で か え つ た幼蟲はす ぐ、 川 の 巾に 自然 に 入 らなけれぱならない よ
’
う に

で きて ゐ ます 。 とV ・ ふ よ りも幼蟲 は 自然界で S も、 夜 あけ方に か え つ て
、 夜が

．あけた らす ぐ、 清流 の 川の 中 に 入 ります 。 しか も 30 セ ン チ メ w 一トル ある い は 、

それ以上 に深 V・、川 の 水 の 中に も入 つ て 生活 します 。 ま ごま ご して 川 の 中に ．入

れ な い 幼蟲 が い た ら、 水 の 流れ ない 陸 に は佳 めない の だ か ら、 水 を離れ た魚 と

同 じ運命 で
、 死ぬ よ り他 に仕方が あ りませ ん 。 川の 中の 幼 蟲 も晝 は光 をさけ、

川の 小石 の 下等に隱れて ゐます 。 夜 ぱ川底をは い 回 つ て え をあさ りま す 。 こ う

して ゲ シ ジ ボ タ ル の 幼蟲は 、 生れ て す ぐか ら、 翌年の 4 月 中旬 ご ろまで 、 川の

中の 生 活 を績け ます。 例の ミ ズ ボ タル に なるん で す 。 　　　　　 ・

　さらに進化 の 角度 か ら考 え て み ます。
ゲ ン ジ ボ タ ル の 幼蟲 は

、 その 進化 の 初

期 に は 、陸 の 上 に住ん で い て
、 室氣 を呼 吸 して ゐ ま した 。

’
が もと よ り背光的 、

向地 的だっ た か ら、い つ とはな しに 下へ 下 へ と降 りて い つ て 1 つ い 清流 の 川 の

中に 入つ て しま い ま した 。 川の 中 に 入 つ て
、 水 の 中に溶け て い る筌氣で

、 生活

す る よ うに なつ た の か も知 れま せ ん 。 これは もち ろん私 の 机上論 で す 。 が また

進化 の 初期か ら、川 の 中 に 生 活 して V ・た か ら、自然に 背光的 、 向地 的 に なろた

と考 え られ ない こ と もあ りません 。 こ の 原因 と結果 はつ ま り水 掛論 、 どち らと

もきま らない 問題で す。

　とζ うで 1901年 に 渡瀬庄三郎は 、 どうして間違つ だ もの か 、生れたばか り
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’
の ゲ ン ジ ボ タル Q 幼蟲 も、生育 中の 幼蟲 も、 陸 の 上 で 生活 して い る．とい つ て ゐ

ま す。

　此 （生れたぼ か りの ゲ ン ジ ボ タ ル の ）幼蟲 は 、 共形 全 く螢と異 に して
、 邏動

頗 る活撥な り、豊間は草根近 き暗 黒 の 隙 を聞に 蟄居 し、夜 に 至れ ぱ出 て 、其附

近 を彷徨 して 餌 を求 む 、冬 に至れば深 く地中に籠 りて
、 春暖 の候再 び活動 を始

む 、 如此 す る事 四月下 旬或は五 月上 旬 に 至れば 、長 さ一寸 に逹する者 あ り
…・h

　また松 村松年 （1928）は 、間 もな くそ の （ゲ ン ジ ボ タ ル ）卵は孵化 して 幼蟲

が現 はれ…冬が 來れば地 下 に 入 りて 越年する 。 翌 春 地 上 に 現 はれ來 り 、 蝸牛や

蛄蛾 を捕食 して 成長す る 、 とV ・つ て ゐ ます 。 少 くとも松村 も川の 中に生活 し て

ゐ る 、ゲ ン ジ ボ タ ル の 幼蟲は 、
1930 年 5 ．月まで は知 りませ ん で した 。 とV ・ふ

の は 1930 年 5 月 1 日 の 束 日通俗講話 に 、．こ うい つ て ゐ ますか ら。 聯 田氏の

實驗 の 樣に 、源 氏螢 の 子 供が果 し て 水 中 に 生活する こ と が 事實 とすれば 、それ

は昆蟲學界の 大發見で ある
。

こ れは私 に とつ て は
、 まつ た く思V・が けない

、 過

分 の文字 で す。 と い ふ の は少 くと も 139 年 も昔に 、 小 野蘭山は ゲ ン ジ ボ タル h．
ヘイ ケ ボ タ ル の 幼蟲 は 、年 中水 の た えな 、＾ 川 の 中 に 、生 活 し て い る こ

’
と を明記

し て ゐ ま すか ら。

　　　　　　　　　 ゲ ン ジ ボ タ ル の 成 熟 し た 幼 蟲

　 ゲ ン ジ ボ タ ル の 幼蟲が 、成熟す る季 日 は 、 鐶 境の 春 、 秋の 慍度 に も、 支配さ

れ ます 。
で すか ら成熟 する時季 は 、 地 方 々 R で違 うわ けで す。 が 地 方 kk で の

．幼蟲の 成熱す る季 日は氣 を つ け て V ・ さえすれぼ 、たれ に で も造作な くわ か りま

す。
と v ・ふ の は成熟 した幼蟲 は 、 清流 の 川 の 中の 生活 を切 り上 げて

、 陸上 の 生

活 を始 め み ため 、夜 中に 川か ら岸に 上 つ て來ます 。 川の 水際 を離れ ると同時 に
．

とて も見 ご と に 發光 します 。 で すか ら今 まで 光 の なか つ た川岸V 、こ 玉 に もそ

こ に も光 が 出 て 來 ます 。 まつ た くや み夜の 星がた くさん 、 川岸 に お つ こ つ たよ

．うで す 。
こ の 光 はか な り強V ・か ら、たれ に だ つ て 見つ か ります 。

20 か 25 メ ー

．ト ル ぐらい 離 れて も見 えますか ら。

　 こ の 川岸 に 上 つ て來 る幼蟲が 、成熟 して い る證據 に は 、 食物を まつ た く食は

な い の を見 て もは か ります 。 食物 を食 う くらVO な ら、 川岸 ビは斷 じて上 つ て 來

ませ ん 。 食物は川の 中に V・ るん で すか ら。 とこ ろが岡 田要 （1928）は k4 月中
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旬の あた S かい 光で 、 長 い 眠 りか ら目ざめ、冬ご もりの 場所 を離れ て 、 幼蟲は

え．を さが しま
’
は る

』
（英交）と Vbつ て い ます 。 カ§ゲ ン ジ ボ タ ル の 幼蟲で も、ヘ ィ

ケ ボ タ ル   幼蟲で も 、 冬 ご もりか ら出る の は、3 月上 旬 、 暹 ぐで申旬で す 。 こ

の 時卑 は もち ろん ・如 へ ん えをあ さ
．
りまは りま ち す 幟 噺 す が 、州

中旬 に は濔 砂 幼蟲 と も（ヘ ィケボ S… の幼蟲 は後に まはす）、麟 して ・
しま

つ て
、 え は 斷 じて 食ひ ませ ん 。

　
とに か く幼蟲が 川岸 に 上つ て來る 季 日は 、 毎年大 した違 はあ．りませ ん 。 と い

つ て も氣象晦 年同 e ・と鴨 耐 に は 瞳 ませ ん ． 年 に よつ て 2 日や 3 日

前儺 なる こ と もあ ります ・ 鴨 耕 西鮒 あた りで
・ 過却 春 の 融 で は 、

毎 年 4 月 12 日の 夜は 、きつ と上つ て來 ま し）t。 12 日 の 夜 、一番 た くさん上

つ て 來た 年は 、 1929−32 年で した 。 大體か らい ふ と 、毎年 4 月 1  日 ご ろか ら 、

15 日ごろ の 夜ま で に 、 大體上 つ て 來ます 。
で すか ら幼蟲 の 採集 に は 、 毎年 4

月 11
’
日に 出か け 、

3 日か 4 日滯在 す る こ と に
、 私 は して い ます 。 こ の 間に 雨

で も降る と ・ ・
．uaの 中に た い へ ん な勢ぞろ い で

、 上 っ て 來る こ とが あ りま．垢
1931 年 4 月 に は ・　 11−14 日の 夜 まで

、 こ と に 11−13 日の 夜雨 で 、 と て もた く

さん上 つ て來 ま した ・ と ・ ろ耀 察の 場所 瞠 うが 、その 後は ほと ん ど上 らな
・

v で ・21 日の 夜また ・ た くさん上 つ て 來た 、 どい ふ 示峰 恒夫 の 報知 を うけま

した 。 1932 年 4 月 に も、
12−13 日 の夜雨 で 、 た くさん上 つ て來 ま した 。

・また

別の 場所で は 、
24 日の 夜丙で 、た くさん上 つ た さ うで す （騨澤報 ）。

L

　東京附近 の Pt　y ヂ ボ タ ル の 幼蟲 で も、 川 の 中か ら川岸咋上 つ て 來 るの は 、 毎

年 、4 月．15 日ごろか と思 ひます 。 輻岡縣 、 佐賀縣で 5 年か 6年間、觀察 した

記録 はみん な、九大醫墨部 の 大火事で （1926）、焼い て しまい ま した 。 で すか ら

た
’
しか な日付 は わか りませ ん 。 が や は り 4 月 12−17H ごろ の 夜だ つ た と思 ぴ

ます 。 雨の 夜幼蟲 を採集 した 記憶は あ りま せ ん 。 1923年 に 佐賀縣基山村の 青年

40 人ばか りと、膈 岡縣紫 田川 の 川岸に
、 幼蟲 を採集 に い つ た の は 、

4 月 12 日

か 13 日 の 夜 だ つ た と思ぴ ます 。 雨はふ らなか つ たが 、 くもつ た夜で 、 幼蟲 は

！と て もた くさん上 つ て 來 ま した 。 また 1933 年41月 16 日の 夜、基山村秋光 川

で も、た くさん上 つ て 來た 、とV・ ふ松隈來造か ら、通知 が あ り・ま した 。

　こ の 成熟 した幼蟲は大低 、 雨の ふ つ た 日の直 ぐ後、雨 が ふ りつ N あ る 夜、川　 、

岸 に一
番た くさん上 つ て 來 ます 。 が こ の 理 窟が ど うもわか りませ ん， 幼蟲は水
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の 中に い るん で す6 だか ら雨 が ふ つ た か 、 雨が ふ つ て い る か い な V ・か 、もちろ

んわか るは すは あ りませ ん 。 室氣の 温度で は ない か と思つ て 、
い ろ い ろ關係 を

調 べ て み ま した 。 が温度で もなぞ は とけませ ん 。 攻の 表 を見る とわか るが 、温

、度の 低 い 夜た くさん上 つ て 、高い 夜に は た V・して 上 らなV丶 デ イ レ ン マ が かな

りあ りますか ら。 大體か らV ・ふ と 、 春 は雨 がふ る と温 度は下 ります 。 温度が 下

る か ら、
雨 が ふ る か も知 ま せ ん 。 温度が低 v ・晩

、
上 つ て 來 る ん で は 、 ど うも始

末がわる い で す 。

’
それ で 雨が ふ つ て 、水 量が ま した か ら 、 上 つ て 來るん で はない か 、 と も考え

て み ま した 。 が こ の 想豫 も當 りませ ん 。

’
降水量 の 多い 時 よ りも、少v ・時 、か え

　　　　　　　、

つ て た くさん上 つ て 來 て い ます 。
こ れ も始末が わ るい で す 。

　 と こ ろが 1933 年 3 月 に 、紳澤恒夫 （農事試驗場技師）が 、次 の 提案 を しま

した 。 稻苗 の 生育 に は 、 室氣 の 温度 よ りも、水底の 温度が影響 します 。 川底に

い る幼蟲 も、こ の 温度 に影響 され る ん で は なVOか い ふ の で す 。 なるほ ど と思ひ

ま した 。 それで 4 月 5 日一20 日ごろ ま で の 、午後 4 時一8 時 ごろまで の 川

底の 温度 をはか り、幼 蟲 の 上 つ て 來 る工 合 と 、 對 照 して もらうこ とに しました 。

こ の 觀測の 場所 に は 、 幼蟲 は ゲ ン ジ ボ タル もヘ イ ケ ボ タ ル も案外 い なか っ たか

ち 、 結果は決定的 とは い えませ ん で した 。 が解決の 光 明をみ とめ ま した 。 室氣

の 湿度は下 つ て も 、 川 底の 温度は必 す しも、甼行 して 下 りませ ん 。 で すか ら室

氣の 温度で 、川底の 温度は、想像 で きませ ん 。 しPiも川底 va　V ・ る幼蟲 は、川底

の 温度に 麦配され る と考 えた方が 、 よ り合理 的で す 。
こ うい みわ けで

、 多年の

けん 案も 、 川底の温底で 、 解決が で きさ うです 。 解決 は今後 2 年か 3 年 を要

する か も知 れま せ んが 。 　　　　　　　　　　　　　 tt

　 成熱 した幼蟲 は 、 生れた ばか りの幼蟲 に 、大體似て ゐます。 それで も成熟 し

た幼蟲の色彩は複雜で す。 背面 の 色は黒 つ ぼ い 黄み ど b、腹面は黒 っ ぽ い 友色

で す 。 背面 は キ チ ン 質化 して ゐ ます 。 大髏か らv ・ふ と、少 しまる み もあ る 、 ひ

　らた い 形で す 。

　 口器 。 ホ タル の 幼蟲 は、肉食蟲だか ら、口器は發邃 して ゐ ます 。 顯微鏡的に

調べ て み た ら、　
’V・ ろ い うな形 の もの が 見 え る で しよ う、が それ は將 來の 人 に や

つ て もらうこ と に します。 そ ん な方面 は 、 まつ た く門外の 私で すか ら。 それで

も
一
播 ・に 目に つ

・
くの は大が くで す 。 太 くて長 く、 根元は うすい か つ 色 、 先は と
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．
＼ ．

圏
年

　 　
’
＼ 、　 4 月

日　 　 　
1

　 　 　 　 ＼

午後 ｛ト10　　 ＼

　　　時 の 槻測
＼

＼

19271928 ］9291930 　
’
　 1931 ・

1
19321933 　．

幼　　 虫 十 十 十 十 十 十 十 十
ヨ

十 十 十 十

　　．一

．？

ユ1 氣　　 象 雨 α2 一 『
書雨 1．2 雨 ＄，1

噂
　 一 　

濫　　 度 12．8−11．617．9−U ．811．5−＆421 ．8r17．29 ，0−8．6112 −9．410 ．8−9，0

幼　　 虫 千 十 ．十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

12 粛　　象 一 一
雨 10．6

　r．．＿

晝雨 3．7
一一

雨 4β 雨 25．3 一

温 　　 度 16．0−7．615 ．241 ，692 −5．4IL8 −10．0 ＆0−6．66 ．0−6．013 ．0−10石

幼　　 虫 十 十 十 十
亀 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

13 氣　　象 一
雨 0．5 　

雨 0ρ
　　 、

雨 0ρ
一

雨 0ρ 曇

｛ 温 　　 度 14か ・1頗 16．2−12，415．6−10．6112−10．41 α1−＆6 ．10．9一乳51LO −10ゐ

　甲 府市外で ゲ ン ジ ボ タ ル の 幼卑が 川 か ら上 つ て 來 た 光 景表 o

　
＋ は 幼蟲の 多 少、雨 の 右の 數字 は 降水量 。 氣象 と温 度 は 甲府側 候所の 方 々 をわ ず らは

しま し た o 感謝 》
・た し ま す 。

が つ て 少 し曲 り、濃 い 赤か つ 色で す。 小が くもか な り太 くて 長 く、先 は うすか

つ 色で す。

　頭 。 頭は小 さ く 、 前 胸の 中に 隱れ て見 え ませ ん 。 た L’歩 く時 だ け出 します。

色は黒か つ 色で す 。 前端 に 灰色の 横線が あ ります 。

　觸角 。 頭に見え る 、一番長V 丶 まつ 直 ぐな 2 本が 、觸角 で す。 觸角は 3節
’
（4

節 ？）で す 。 生れたば か りの 幼蟲で は 、 觸角の 先端 の 1 節は 、2 た また に なっ て

い る が 誠 熟 した幼蟲で は ・
・ 本鮒 で す。 先 の 2節はか つ 色、根元 の 1 節 は

太 くて うす い か つ 色で す 。 觸角は 自由に動か します。
の び縮みもや ります 。

　眼 。 觸角の 根元 の ぞ とが は に （第 1 圖版 ．3）、小 さv・黒 い 丸 い もの が 、左右

に 1 っ つ つ 、つ い て い る の が複巨艮で げ 。 かなりか く大 して 見な い どわふ りませ

ん 。

、前胸 。 前胸の 背面 は 、 上 部が 狹 く、下 部が廣 く、3 角形み た よ うで す 。 た て

は全身の 節の 中で 一番長 く、幅と ほ とん ど同 じくらい の 長 さ噸 す。

・
背面 に は例

の 黒色の も よ うが 、

一
面 に ぴ うが り、 生れ た ばか りの 幼蟲の 前胸 の もよ うみ た

よ うに
、 中央 は きれ て は ゐませ ん 。 こ の 前胸 の もよ うが 、唾 れ て v ・k

’
Vb　e 　Uc ．

’
、
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岡田要 （1928）は 、 た い へ ん 力 を入れ て ゐ ます 。 （前胸の ）1 板 の プ v β トは 、

2 枚 の もの が 、
い つ しよに な つ たん だ 、 とい ふ 兆候は何 もない （英丈 ）、 と V ・つ

て ゐ ます 。 川 村 多實 二（1932）も、 同 じよ うな文 句を くり返 して ゐ ます 。 が どの

時代 に な る の か知 らなVt　Dt、 ζ の 1 放の もよ うは 、 た しか に 2枚の もの が 、

．
Vb

つ しよ に なつ た もの で す。 生れた ばか りの 幼蟲 の 前胸で は 、は つ き り 2枚 にな

：つ て ゐ ますか ら。 と に か くこ の もよ うは カ ル タの ス ペ ードに 似た形で す 。
こ の

も よ うの ま は bは黄色で す。 前胸の 左右の 兩が は 、黒か つ 色で す 。

2

第 2 置1　1・ゲ ン ジ ボ タル 翹 鞘 の 點 刻 02 ．前 同 成

　 　　 　　 蟲の 後脚 附節 の 先 端 o

　中胸 。 前胸 と 中胸 の つ なが りめ は 、 少 しく．ぴれて ゐ ま
．
す 。 中胸の 背面の もよ

・うは 、 黒 色の 丸 い 2 つ の もよ うに わかれ 、もよ うの まは bvaは 、 きほめ て狹 い

黄色の ふ ちが あ りま す 。
こ の 黄色の ふ ちは 、 そと が は の 下の すみ で は 、 黄色の

幃 サ が た い ぶ ん 廣 くなつ て ゐ ます 。
こ の 左右の もよ うと もよ うの 間は 、うす い

青黄の か つ 色 の み ぞ みた よ うで す。 と い つ て も餘 り深 く堀れて い る わ け で は あ

りませ ん 。 そ れか ら中胸 の 左右の 兩が は
、 青黄 か つ 色の 2 重に ふ ち に なつ て ゐ

ます 。 こ の 2 重の ふ ちの 中央 に は、2 た 奪た に な．
O た 白 つ ぽ い 分泌線が入つ て

い て 、幼 蟲を刺戟す ると 、 こ の せ ん を出 します 。
こ の せ ん に つ い て は後で 話 し

ます 。
こ の 中胸の 形や

、 もよ うを見 る と 、 自轉車の ギ ヤ ーに か s つ て い る 、チ

エ ン の 1 と くさ りに 似 て ゐ ます。

　幼蟲 の 固 （第 1 圖版 3） を見る と わか るが 、 こ の 中胸の 形や もよ うは 、 中胸

おけρ持？、 特ちよ うで はあ り奪せ ん 。 中胸 か ら腹部 の 7 節まで は 、 各節 とも
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形が似 て ゐ ます 。

・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　後胸 。 中胸と後胸の つ なが りめ は
、

だ．い ぶ ん くびれ て ゐ ます6 また こ の 中央

に は黄 色の しは も見 えます 。 後胸 は中胸 よ りも ． 幅が廣 くな つ て ゐ ます 。 また

黒 もよ うと黒 もよ うの 間 も廣 くな ります 。 こ の ほか には と りた て 」 v ・ふ ほ どの

違 い はあ りませ ん 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　腹部 。 胸部 と腹部 の つ なが りめは 、た い して 蓮 つ て は い ませ ん 。 が 腹部 の ．1

節 、
2 節、3 節は 、こ の幼蟲の 一番幅の 廣 い と こ ろ で す。

だか ら丸V ・ もようと

もよ うの 間 も 、 か な り廣 くなつ て ゐ ます 。 以上 の ほか に 、 腹部の
・1 節か ら 8 節

までは 、 左右 の 兩ふ ち 、
2 重 の ふ ちの 上 ぶ ちに 臥 しはが 3 つ ．あ ります Q こ の

まん 中の し は と、下 ぶ ち の 間か ら、例 の 分ぴ せ んが 出 る で す 。 また ζ の 下 ぶ ち

に は 、2 またの エ ラ ア シ （ギ ル 9 ム ）、 上 の また は短 か く、下の また は長 い の が

’
つ い て ゐ ま す 。 、こ の エ ラ ア シ の 根 元 は み ど り、また は 少 し 曲つ て い て 黄 色 で

す 。 こ の ； ？ア シ とV・ふ の は 、 字 を見て ．もわ か る が 、 こ の 幼蟲が 、水 の 中 に V ・

差 時の 呼吸器 で す 。

　 腹部 で は 2節 目が 、たて も幅 も
一

番 廣い 節で す 。 また全體か らv・ふ と 、 腹部

の 2節 と 3 節の 間に 關節が 、 ほ とん ど蟲のか らだ の 中央で す。
4 節か ら9 節 ま

で は 、た て も幅 も、少 しつ つ 狹 くなつ て ゐ ます 。 8 節 目の 左右 の ぞ とが は の 上

部 va
、 黄み ど りに ふ くれ上 つ て見 え る と こ ろが 、 發光器 で す。

こ の 發光器が あ

るか らで しよ う。 こ の 節の 兩 が は に は 、
2 軍 の ふ ちは まつ た くな くな り、 ．例

の エ ラ ア シ も、下 の 方に 押 し下 げられ て ゐ ます 。 が 例の 分 ぴ せん は發 光器 の下

va、エ ラ ア シ と な らん で 出 て來 ます 。
9 節目 の 背面 に は 、中央 に黒 V ・ もよ うが i

つ ひ ろが つ て V・ て 、 8 篩 に 接 して V る部 分の ぼか は 、 こ の もよ うの まは りは黄

色 で す 。 また こ・の 黄色 の ぞ と が は に は 、 さらに か つ 色の ふ ち が つ い て ゐ ます 。

こ の 9 節の 末端は 、 狹 くなつ て ゐ ます。 t の 末端の 裏 には 、 尾脚が あ ります 。

こ の 尾脚は 、 歩 く時 だけ出ます o

　 尾．脚 （第 1 圖版 4）。
尾 脚の 背面 は 、 左と右 に わ かれ 、 さ ら に 左 も右 も、

・5

つ また に わかれた 1封の
、 房みた よ うに なつ て ゐ ます 。 g の 5 つ また の 根元 は

・1、本で
、

こ の ］．本が 2 つ に わか れ ヨ こ の 1 つ が さ ら に 3 つ また ．も玉つ が ．2 た

また に わかれ て い る ん で す 。 また こ の 5 ．つ また の 裏 に は 、さち に
『
2 た また に な

つ た 1對が あ ります 。
で すか ら尾脚は 14 またの 房に な っ て い るわけで す。 松
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村松年 （1928）は 、12 本 の 肉樣突起、と い つ て い る が 、 數は聞逹 ひ で す 。 また

佐 タ木忠次 郎 （1928 ）は 、尾脚 を發光器 だ と思つ て ゐます 。 が まつ た く間違 ら

で す 。

・分ぴ せ ん （第 1闘版 、
．5）。 佐 々 木忠女郎 は 尾脚だ けで な く、分ぴ せ ん もや は

り發光器だ ÷母つ て ゐ ます 。 これ もむろ ん間違 ひ で す 。 前 に も話 した通 り、中

胸か ら腹部の 8節ま で の 10 節 に は ．左右 兩が は の 2 重 ぶ ちが
、 くV ・合 つ た 中

央 に 、2 た また 、 長 い の と少 し短 い の と 、 自い 分ぴせ んが 出て來 まず。
こ の 分

ぴせ ん の また
』
は 、 先が細 くな つ て ゐ ます 。

こ の 2 またの 根 元 に近 い とこ ろ に

は 、小 さい 突起み た よ うな もの が ．まぼ らに つ い て ゐ ます。 こ の 突起か らも分

ぴ 液が．h 出 る の か も知 れ ませ ん 。

　．こ の 分ぴ せ んは い つ で も、 出 しばな し に なつ い る わ けで は あ りませ ん 。 渡瀬

庄三郎 （1901）、 岡 田要 （1928） の 圖 に は 、 田 しぱな しみた よ うに な つ て ゐ ま

す が
． 指先 とか 、 小 さ V ・捧等で

、 幼蟲 を押 さえ て
、 刺 げきす ると出 します 。 數

は 1節に 1 對つ つ ある の だか ら、10 節に 10 對 、 2 た また の が 20
，
40 の せ ん

が 出 るわけで す 。 が 一 しよ に 全 部 そ ろ つ て
、 出 る わ け で は あ りませ ん。 指 と指

の 間に 幼蟲 をつ か ん で
、 きつ く押 さえる と 、 か な りた くさん 出す こ とが あ Dま

す 。 こ の 分ぴ せ ん は不思議なほ ど、の ぴた り縮んだ りします 。 しか もた い へ ん

うすV膜 、中は ど うな つ て い るか知 らな い が
、 牛透明 みた よ うで す。

の び る と

か な り長 い 丸い もの だ が 、縮む と ど こ に ど うな るか わか りませ ん o まつ た く不

思議 で す。

　 こ の 分ぴせ んか らは 、
シ ヨ オ ノ オ とハ ツ カ を混ぜ合 した よ うな 、 氣化性の 香

氣（臭）の 液 が出ます。
こ の 液は無色透明で 、ア ル コ

ール に よ く溶 けます。 ア ル

コ ール に 溶けた液は 、低 V ・温度の 水 風呂の 中で 、
ア ル コ ール をた S すと 、 結晶

みた よ うな 、 少 し黄 い物が 、 後 に の こ ります。
ハ ツ カ ネ ズ ミ に 注射 して み た が 、

液が少 voた めか 、 反應 は何 も見 えませんで した 。 たv ・ して毒 に はな らなvoの か

もわか り崔 せ ん
。

　
’
發光器 。 前 たも話 した が 、ゲ ン ジ ポ タル の 幼蟲 の發光器 は 、腹部 の 8 節 目 、

尾節の 前節 の 兩が は の 上 部 、黄 うすみ ど り色の と こ ろで す 。 しか もこ の 發光器

は 、

：

腹 面に はな くて 、 背面だけに つ V・て い るん で す。 こ の 一對の ほ かに は 、 發

光 器 はむ ろん あ りませ ん 。 こ の 發光器か ら出 る光 は、．うす青み ど り色 だか ら、
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くらい と こ ろ に な らした 眼 に 噂、

一番感 じや す い わ けで す 。 しか もこ の 光 は か

な り強 い 方で す。
20 や 25 メ ー トル ぐらい は なれ て も見 えます 。 また こ の 光 は

すV ・ぶ ん長 くつ づ きます 。 とい つ て も
・
い つ まで も連 續 す るわ けで は あ りませ

んゐ淆 える こ と もあ ります 。 松村松年 （1928）は
、 人が それ に 近 づけば 、 そ の

（ゲ ン ジ ボタ ル ）幼蟲は直 ちに淌光する の で 、なか なか發見する こ とが 困難で あ

る 、 と い つ て ゐます6 が ゲ ン ジ ボ タル の 幼蟲は 、 人 が 近づ V ・ て も、め つ た に 光

は淆 しませ ん 。
へ 6 ケ ボ タル の 幼蟲は 、 た ま に は光 を消す こ と もあ ります 。 た

ぶ ん ヘ ィケ ボ タル の 幼蟲 の 聞蓮い で しよう。 ケ ン ジ ポ タ ル の 幼蟲 も、ある時 は、

光 を泊す とい ふ よ りも、光 を弱 くす る こ と が あ ります 。

　　 ，
　 こ うい ふ わ けだ か ら 、 くらい と こ ろで だ つ た ら 、 まつ た くの しろ うとに だ つ

て
、 こ の 幼蟲 の發光器が ど こ に つ V ・ て い るか 、わ か らなV ・ はすは まっ た くあ り

ま せ ん 。 と こ ろが 昆蟲の 專門の 佐 k 木忠次郎は 、 ど う したわ けか 、 間違 つ て い

るの は不思議で す。

　脚 。 脚は腹面 の 前 、中 、 後胸部 に
、 各 A1 對つ つ あ ります 。 どの 脚 も3 節 で

す 。 基部 を 入 れ る と 、
4 節 で す 。 色 は各節 と もか つ 色 、 關節の と こ ろ は黄白色 、

先端に は 、 濃 い 赤か つ 色 の 爪が 、
1 本つ つ あ bます。 各脚 と も割 り合に短い 方

で す 。 前脚 1 對が 一番短か く、 中脚が 中 くらい
、

一番長 粋の が後脚で す 。 ．脚は

3 對 ξも前 向き に なつ て ゐ ます 。 　　　　　　 ．　　　　　　　　　
’

　次 に ゲ ン ジ ボ タ ル の 成熟した幼蟲の 、大體 の 寸法 をか い て み ま す。 幾 ひ をか

　 部
　 　 分

ミ リ

　 メ 　

＿＿トル

　 縱

幅

1
頭

L5 〔｝

2．oo

胸　　部

前

4．00

4．10

中

2．S8

5．80

後

2，75

6．80

腹

1

2．85

7．70

3

2．85

7．90

4

2．70

7．60

5

2．33

7．47

部

678

2，202 ．00 】．83

6．805 ．904．δ0

9

220

3，20

尾 脚

θo

oo

L

痂

計

　 老熟幼蟲の 測定 o

の 雌の 寸法 を平 均 した もの で す 。 が あま b正確 で は あ りませ ん 。 雄の は もつ と

寸法が つ まつ て ゐ ます。 か らだ の 寸法 の 工 合で 、大體雄か雌か 、見當 は つ きま

す 。 生 髫た 幼蟲 を計つ たんだか ら 、
コ ン マ 以 Fは う ま く計れ ま せ ん 。
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